
平成 26年度

「長岡市地域コミュニティ事業補助金」募集要頂

1 制度の趣旨

合併後の新市の振興のために、市内のコミュニティ関係団体が、自ら考え、自ら具体化し

てい<事業を実施する場合に、当該団体に補助金を交付します。

2 補助対象者

市内で活動を行う自治会、町内会、非営利活動団体その他これらに類する団体であつて、

次のすべてに該当するものとします。

(1)原則として規約又は会則を有している団体

(2)原則として 5人以上の構成員で構成されている団体

(3)政治活動又は宗教活動を目的としない団体

3 補助対象事業

本市の各地域における産業、環境、福祉、文化、スポーツ等の分野において、上記の団体

が自主的に行うまちづ<り活動に関する事業が対象となります。

なお、継続的な事業も対象としますが、年度ごとに審査し、補助事業を決定するので、続

けて採択されない場合があります (事業の補助は単年度です)。

また、補助金の交付申請のあつた日から平成27年 3月 31日までに実施する事業としま

す。

ただし、当該事業が次のいずれかに該当するときは、補助対象事業となりません。

(1)国、他の地方
/AN共

的団体、公益法人等の補助金又は本市の他の補助金の交付を受け

ることができる事業

(2)事業の効果が特定の個人等のみに帰属する事業

(3)専 ら営利のみを目的とし、
/AN益

性を欠<事業

(4)施設の建設又は施設の維持管理を主たる目的とする事業

(5)先進地等視察及び会議、大会等への出席並びに交流が目的の大部分である事業

(6)政治活動又は宗教活動を行うことを目的とする事業

(7)上記の事業のほか、補助することが適当でないと認められる事業

4 補助対象経費

補助対象事業に直接要する経費で概ね次のとおりです。

(1)報償費関係 (講師等謝金、調査 。研究の謝金等)

(2)旅費関係 (交通費、通行料等)

(3)需用費関係 (印昴」製本費、コピー代、一般消耗品、視察等ネL品、食材料購入費、燃

料費、各種消耗器材等)

(4)役務費関係 (郵便料、通信料、保険料、クリーニング代、検査手数料等)

(5)委託料関係 (警備委託料等)

(6)使用料関係 (会場使用料、レンタル機器、レンタカー等の使用料等)

(7)原材料費関係 (会場設営関係資材費、景観・環境美イヒ関係資材費等)

※ 事業所の賃借料や光熱水費など団体そのものの運営にかかる費用は除きます。

また、申請団体メンバーヘの日当等は補助の対象になりません。
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5 補助内害

≪補 助 金 額≫補助対象経費の額から、次の①から③を除いた額の 100分の 80に相当
する額以内。ただし、上限額は50万円とします。

〔][]I][景][]:曇]言入金 〕
※補助金の額に干円未満の端数を生じたときは、その端数は切り捨てます。

≪補助団体数≫長岡地上或は2団体程度、中之島、越路、三島、山古志、小国、不□島、寺泊、

栃尾、与板、川□地i或は各 1団体程度を予定。

6 選考方法

○長岡地域 (本庁)分は、下記のとおり審査を行います。
・応募書類による 1次審査
・審査会での公開プレゼンテーシ∃ンによる2次審査

○中之島、越路、三島、山古志、小国、不□島、寺泊、栃尾、与板、川□地域 (支所)分は、
下記のとおり審査を行います。
・応募書類による 1次審査

・各地域の地域委員会での公開プレゼンテーシ∃ンによる2次審査

○選者基準は概ね次のとおりです。

●地域活性化の波及性
→事業の実施により、地域の活性化にどのような波及効果が期待できるか。

●事業実現性
→無理のない事業・活動構成であるか。実施体制が整っているか。

●団体および事業の発展性
→今後さまざまな活動に広がる可能性があるか。幅広い活動にしようとする意欲や工

夫があるか。

●独自性・先駆性
→地域における知恵と工夫を生かした個性的な内容であり、かつ新しい発想や視点、内

容、方向性があるか。

●継続の必要性 (継続事業の場合のみ )

→事業内容に計画性があるか。継続することで事業の効果が生まれるものか。

7 結果の公表

審査結果は、申込団体代表者に文書で通知するほか、補助金交付団体の名称、補助対象事
業の内容などは市政だより、市ホームページ等で公表してい<予定です。

8 事業成果の公表

補助金交付団体には、補助事業終了後、事業実績報告書類を提出していただきます。
また、この補助事業における応募書類、事業報告書類などにより市が矢□りえた事柄は、こ

の補助事業に必要な範囲において、市が/AN表できるものとします。

なお、補助事業として採択された場合、地域委員会の会議等で事業実施の成果を発表して
いただ<ことがあります。



9 補助金の返還

次の場合は補助金の全部または一部を返還していただきます。
(1)補助対象となる事業を行えな<なつたとき

(2)相当の理由がな <、 補助対象となる事業を大幅に変更したとき

10 申し込み・ 問い合わせ先

下記の窓□等に備え付けの「申請書」「申請団体の概要」「事業計画書」「収支予算書」に
必要事項を記入し、4月 1日 (火 )から4月 25日 (金 )までに提出して<ださい。

工塾童五

※「募集要項」「申請書」等は、長岡市ホームページ httσ〃www.ctty nagaoka.nttgata.jpト ップペ
ージ「市政」→まちづ<り「地域コミュニティ事業補助金」→「地i或 コミュニティ事業補助金
について」からダウンロードできます。

応募内容の事前相談や申請書の書き方への質問等については、下記までお気軽にお問い合せ
<ださい。

●山古志地域を活動拠点とする団体はこちらヘ

〒947-0204
長岡市山古志竹沢乙461番 地 長岡市山古志支所 地域振興課
電話 0258-59-2328(直 通)

メールア ドレス ymks― chilkl@cにy.nagaoka.lg.j。

11 申込み・ 申請から実績報告までのスケジュール

平成 26年 4月 平成 27年 3月

事
業
実
績
報
告
提
出

※
事
業
終
了
後
、
十
日
以
内
に

提
出

補助対象事業実施

(H27.3.31ま で)

申請受付

4/1～4/25

(必着)

審
査
会

（支
所
地
域
は

各
地
域
委
員
会
）
で
の

二
次
審
査

書
類
に
よ
る

一
次
審
査
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1次審査で出た指摘点等

<1次審査で出た指摘等をまとめ、団体に下記のとおり通知してあります。>

団体名 :特定非営利活動法人中越防災フロンティア

事業名 :やまこし夏まつ り2014

1次審査の際に下記の点が指摘されました。当日、これ らの点について説明 し
てください

・まつりの参加者はどのような範囲を考えていますか。

・参加費を景品代にあてていますがどのような内容ですか。

日会場まで交通手段について、現時点でどのような方法を考えていますか。

・出店規模 (出店者数)は どの程度を見込んでいますか。



平成26年度地域コミュニティ事業補助金 2次審査選考基準

地域活性化の波及性

(事業を実施することによって、地域の活性化への波及効果が期待できるか。)

事業実現性

(無理のない事業・活動構成であるか。実施体制が整っているか。)

団体および事業の発展性
(今後さまざまな活動に広がる可能性があるか。幅広い活動に しようとする意欲や工夫があるか。)

独自性・先駆性

(地域における知恵と工夫を生か した個性的な内容であり、かつ新 しい発想や視点、内容、方向性があるか。)

継続の必要性 【継続事業の場合のみ】

(事業内容に計画性があるか。継続することで事業の効果が生まれるものか。)



第 1号様式

長 岡市長 森

平成 26年度

す。

平成 26年 4月 25日
民夫 様

〒9141ケ ー證二と豊≧鮭」
申講者 住 所__量理主虹縮彙曝華望a登聾、1___

団 体 名

ミュニティ事業補助金交付申請書

長岡市地域コミュニティ事業補助金の交付を受けたいので、次のとお り

事 業 概 要

I目 的】
中越大震災より復興にむけて歩みつづけて 10年という節 目の年を迎

え、これからの 10年に向けて一層の連帯意識を高めることで今後の地域
活性化の一助になることを目的とします。

【内容】

夏休みの最後に(8月 31日 (日 )を予定)に曲古志地域全体の「夏まつ り」
を企画、実施 し、各集落FHl又 は、近隣地域との交流を図り、山古志の夏
を楽 しんでいただきます。会場内 (曲古志東竹沢地内を予定)ではバーベ
キューやゲ∵ムコーナーなどで地域内外から参加者に楽 しんでいただ
き、しめくくりに盆踊 りを行います。 (雨天時はおらたるを予定)

額

礎

講

基

申

の

助

出

補

算

やまこし夏まつ り2014

補 助 申 請 額
下記 (F)の額 を記

入
5 0 0 0 0 0 円

支出の部合計 (A)

710,000円
補助対象外経費 (3)

85,000円
補助対象経費 (c)

625,000円

特定財源 (D)
事業を実施することによつて得られる収入

のう
・
ら、補助対象経費に充てるもの

(C)― (D)=補助金算出対象額 (補助率)

625,000円

補助金額 (E)の千円未満勢り捨てた額
※金額の上限は50万円です

500,000円

0周

事業期FEl(予定) 着 手 :平 成 26年 6月 1日 平成 26年 10月 31日

添 付 書 類 ○

○

○

団体の概要説明書 (第 2号様式)

事業計画書 (第 3号様式 )

事業の収支予算書 (第 4号様式)

4、 25



第2号様式
受付 No   ノ

平成26年度  長岡市地域コミュニティ事業補助金申請団体の概要

1_申請団体の概要および申請事業の計画等【公開対象】

.`申請団体の連絡先等【公誘、非公開を選択※】

事 務 所 所 在 地 長岡市山古志虫亀 3373番地 1 【盃園・非公開】

電話・FAX番 号 等
雷 議  Aq― ,■n4   FAX 53 -,305 【医園“非公開】
Eメー′じアドレス  info@c―bosalイレontierlo

担 当 者 連 絡 先

氏 名 :: L め 織

【医園
,非公開】住 所 墨岡市山古志竹沢甲 2835番地 (おらたる内)

電話,FAX番号等
督霞妻舌 41-1203  FAX 41-1204

Fメ……Jじアドレス info@c―bosal―frも ntier.:o

添
付
資
料

名簿またはこれに

類するもの
・男」添のとおり 【匿圃 ・非公開】

規約また Iま これに

類するもの "別添のとおり 【歴国
。非公開】

※ 個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら“公開"に、そうでないもの1ま“非公開"にOを付けてくだ

さもヽ .

※ 2の添付資料(名 簿類 "規約類)につし`てiま、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場合がありま

す。

かヽ リ が な トクテイtJIイリカツト
・ウホウシ

・
ン チュウエツホ

'ウサイフロンティア

団 体 名 特定非営利活動法人 中越防災フロンティア

代 表 者 氏 名 (肩書 :理事長 )田中 仁

設 立 年 月 日 平成18年 3月 28霧 構 成 員 数 22人

設  立  目  的

中越地域等における被災地住民の生活再建を復興事業を通じて支

援するとともに、その過程において得た知識“経験を、地域の総合的な

防災力の向上に資することを躍的とする。

これまでの活動実績

1、 現地調査、防災研究事業、被災地案内事業

2、 クローバ…バス運行事業

3、 雪かき道場事業

4、 情報発信事業

5、 やまこじ夏祭りの実施

過去の補助実績
(該当する場合のみ )

年度 補助を受けた制度の名称 補助金額 (円 )

25 山吉志・太田地 EXIクローバーバス事業

長岡市地域コミュニティ事業

5,322,000

150,000

添
付
資
料

事 業 計 画 `男1添「第3号様式 事業計画書」のとおり

収 支 予 算 等 ,別添「第4号様式 事業の収支予算書」のとおり

その他.団体をPR
するバンフレット等

有
③     (ど

ちらか |こ○印)



第3奪①様式

事 業 請 爾 咸

業事 名 やまこし夏まつり2014

的

―

′

難

的

状

題

蔓

爾

現

課

必

だ
ｔ

事 業 実 施 の

【圏的鯰現状“必要性 ]

かつて山富志地域では住民が楽しむ地域全体のイベントとし

て、毎年夏に運動会形式の「村震レクリエーシ爾ンJが行われてい

たが、高齢化や人爾減 i二伴う参加者減少:こより開催されなくなり、

その結果、金地域の住民が集しヽ交流する場が失われた。

そこで、地域の誰もが気軽 !こ参加でき、楽じめる場としての夏祭

りを実施し、老箸男女が一厨に会せる集落を越えた交流の場を提

供することで、さらなる連帯意識を懸成し、地域溝
jll化

を圏る。

容

―ヽ

ノ

鈎
　
彗
所
数
蓼

月

場

者

内

施

施

麟

施

業

　

実
実
参
実

〆／１

ヽ

事

実簸月爾:平成 26年 8月 31圏 (爾 )

実施場所 :曲宙志東竹流地内(湯沢砂済工事跡地)

参加者数 :100名を想定

実施内容:○アトラクシ機ン・ゲーム等の実施

◎バーベキュー大会の実施(ふるまい)

③盆議り大会の実施

その他 鱗災運動会終了後に開始

業

ル

事

一

の

ユ

度

ジ

年

ケ

本

ス

平成 26年  6月 中旬  実施内容打合せ (l lnll目 )

7月 上旬 実施内容打含せ(2国 目)

7月 中旬 出磨者の募集

ポスター。チラシ作製

盛磨者打合せ

7月 下旬 出産者の確定

8月 上旬 ポスターI18示 (バス停。おらたる など)

チラシ全戸配布

3月 31翻 (爾 )夏 まつり轟爾(1段00～ 19ЮOを予定)

※WJ~災運動金(仮称)終了後に開始

地域 鸞 性 化の 波 及 性

・曲宙志地域全住民を対象にすることで、轟落を超えた交流が

でき、連帯意識が高まる。今後の自主防災活動など鋳地域活動

において一体感をもって取り組めるようになる。

“地域外の方からも自由に参撥してもらうことで、地元住民との

交流だけでなく、盆轟りなどを通じて山宙意の夏の魅力に畿れ

てももう事ができ、外部への PR効果も期待で話 .

※ 事業の内容 :ま 、詳細に譲載してください。(男1紙も爾 )



第4号様式

毅入の部

攀 驚 綽 畿 寅 予 黛 饂
(単位 :門 )

支出の部 (単位 1門 )

項  饉 予算機 内 訳

地域溜ねニティ事業補難金 (F) 500,000

己

金

自

資

125,000

特

定

財

源

寄附金

その他収入金

小  計 (D)

そ の

他 参無費 85,000
見込 :大入 1,000鶏 xア0名 、小人 500隅 x30も 、未就学費無*1
※すべて捕助対象外経費に賞てる

△
爾 話 710,000

壌  圏 鸞算額 内 訳

機

動

対

象

経

費

使用料 210,000
レンタル機器錢 電機 投ヽ光機 =携 ,総子 'テントなどの会場
設営機材など)

警用費(印購費 ) 100.000 ポ麟 ― ,チラシ作成費

需覇費 (食材料 ) 250.000 バーベキtt一食材など

委託料 50,000 バーベキュー“アトラクシ婁ン運営など

役務費 15,000 保険料・郵送華|など

小 謝 (G) 625,000

補

助

対

象

外

経

費

嚢轟代 85,000 撥選会豪アトラクシ菫ンなど

小 計 (3) 85,000

舎  鯖 (A) 710,900

※ 項目欄が不足する場合は、同類の壊露をまとめて霊入し、錮目1まEll織 :こ記載してご提出くださしヽ。



特驚非鸞規鷺動議入中鐘購災響轟レサィア役量名簿

I羹∈|■■1翠1:■■:■|■|■
1理事長■‐ 爾中仁    曲古恵商工会会長

剛理事長  樺澤和華   畿古志地域委員会 委員長

壌事欅 糠島長 闘中康餞   〈有)曲古志清掃代表取締役

理事‐  五十麓誠   (株 )大 久保土建取締役社長

羅瑾文彦   (社 )中越防災安全推進機構復興デザインセンター長

よ村靖司   長岡技術科学大学機械系准教授

菊入隆夫   濁沢地区町内会長

澤圏雅浩   長岡逢影大学准教授

寓野徳義   (有 )山 古意自動車代表取締役会長

高野裕    (株 )パートナーズプ熙ジェク鐘 表取締役

森曲菫億   太田地区連合町内会長

機騒役   丸井英明   新漏大学災害 ,復興科学研究所長

警木勝    灘 山古意支所長

1  木村拓郎   一般社翻法人滅災燿 輿支援機構理事長

難問   大林厚次   (社)IIL睦建設弘済会理事長

大,1:秀鮭   新潟大学工学部教授

繭澤輝泰   新潟大学名誉教授

松本轟二   新潟大学名誉教授

丸山罐彦   長間技術科学大学名誉教援

織事 1  曲園翼道   (社 )中越訪災安全推進機構事務局長



蝸鐵灘炒兌鸞隋議入り褥軋只響爾≫鸞ぱy鵞畿

欝種鸞 鍮 難

(名 称)

第 1彙 こぬ法人は、特定非営利慧難法入中越購災フ爾ンティア (以下『本会」という)と いう。

(事務所)

糠 2条 ぶ会の主なる事務所書新鷲難長岡市ま
=置

く。
2 総会の議決妻経て、難たる事務鸞を必要な地|=置 くことができる。

1                驚 蓋鵞  欝鑢職ぶ攀雛

|  (鶴  鋳)

:  驚 S量 本会Iよ、中越地域等にお1サる機災地住民命生活再鐘を、畿莞事業を量濃て支援するとと
■ 1    もi=、 その過機において得た知識 “経験を、地域の総合鋳な鱗災農轟向上Iこ資することを霧的

1   とする。

|  (特 定非営利活動の種類)

:   第 4難 本会『ま、前条め自鋳を達成するため、次の春号に掲lfる種類の特定非営lll活動を行う。
i   (1)爆 儘、医療又鯨福祉の増進を図る鸞動

|   (2)社 会教育の推進を難る活動

:   (3)ま ちづくりの機 書爾る港動.   (4)学
術、文1な、芸術又:まスポーッの振羹を圏る溝動

:   (3う 薫擁の饉金を聞る活動

|   (6)災 書救難活動

1    (7)地 域安全添難

:    (3)圏 難協力の活動

:    モ9)子どもの饉豊育成を難る活動
|   (10)情 報イヒ社会の発展を圏る活動

1    (1電 )経済活動の活性{ヒを選る活動
|    (12)職 業議力の開発又!ま鷺薦議会の拡充を支援する活動

(篭 3)欝各号:=縄げる恐軸を行う爾体の運営又は活動:こ関す冬連絡、職露又Iま緩動の活動

(事 業)

策 奪業 本会|よ、第3彙鍛覇翁を達成するた機‡こ、次翁特定非鸞耐麟動に係る事業を借う。
(1)理総議費 無購策研究事業
(2)簿災体験 "学習事業
(3)鸞織発彊事業
(4)その機第3彙の目的を達成するたぬに必要な事業

鱗 3驚 畿 量

(種 鬼1)

欝 6条 本会の会員iま、次の3種とし、正会員をもって特定非営利鷺動撻菫法 (以下「法Jと い
う。)上の社員とする。
(1)薫 会 員    本会の露釣|=鸞爾し、本褒め鸞動及び事業を推進する個人及び団体
(2)個人賛動金量  本会の鶴的:=饗問し、本会の活動な機‐助する個人
(3)団体鸞助会量  本金の目的|=賛問し、本会め港動を援助する爾体



(入 金)

第 7粂 会員として入会しようとする者まま、理事長が311:こ 定める入会申込警:=よ り理事長:こ提難
し、撃事豊 |よ、亜畿な理由がない限り、入褒審議めなければならない。

2 入金鐘、理事長が可否を決定怒た時は、理事長が本人1憲通知するものとする。

(年会費)

鶴 奪条 会員!ま、理事会|=おいてBIJに定める年会費を納入しなければならない。

(会量の資機の甕実)

第 9議 会員が次の各鸞め一:=該当する1こ涯ったとき|ま、その資格を甕失する。
(1)本人から退会ぬ幸縮がぁったとき。
(2)本人が死亡む、又鐘妻農である機体が消滅したとき。
(3)正鶏な理由なく年会費を滞総し、饉奮を受けてもそれな応じず、納入しないときゃ
(4)除名されたとき。

(退 会)

第 10条 会貫Iよ 、理事長が潟せな慮ぬる退会漏書理事長に提出して、任意1=退会することができる。

(除 名)

第 菫 条 食員が,次の各号紛…に該当するに至ったときは、総会に出席した正会員の 3分の 2以
上の議決により、これを除名することができる。この場合、その会員に対し、議決の前1こ 弁明
の機会を与えな1すればならない。
(1)こ の定款等1=違反したとき。
(定 )本会の名誉を傷つ1ナ、又:ま 鰹的に反する行為をしたとき。

(拠出金品の不遮蓮)

欝 12条 既rこ納入した年会費及びその他徐拠出金品:よ、これを遮饉 しなしヽ。

鶯 4章 役量 籠顧購 鬱饉懲警量会量び職量

罐 別及び定数)

第 13条 本会!=次の役員を置く,

(1)理事   3名以上30名以内
(盆 )難事   1名以上2名以内

2 理事のうち、1名 を理事長、1名 を剛理事長とする。

(選任等)

第 14条 理事及び監事1ま、理事会において正会農の申から選任する。2 醸 長及び機理事長1ま、理事の互選とする。
3馨

暑[言lli:慧 きき〔:撃曇][番言i装
孟移り鑽菫譲為轟畿農禁菫鷺意慇畿驚Yふ念寧

4 監事は、理事又:ま本会の議員を離ねることができない。

(職 務)

第 15条 理事長は、本会を代表し、その業務を総理する。
2 書1理事晨は、理事長を補俊し、理事長に事故轟るとき又:ま理事長が欠:サたときは、その職務
を代行する。

3 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び理事会の議決:こ もとづき、業務を畿脅する。4 菫事1ま、次:=燿げる築務を行う。
(1)理事勢業務執行の状況を難贅すること,



(2)本会の鱗菫の状競を監量すること。
(3)鱗 2号籍規定による監査の結果、本蓋の業務叉 iま財産に関し挙菫の行為又まま法令著し
く|ま定款|=饉反する菫大な事実があることを発見した場奮 :=Iま、これを総会叉懲鸞鶉庁:=
報告すること.

(4)前号の議警をするため必要がある場合:=〔ま～総会を指集すること。
(S)理事の業務輸 機状況又∫ま本会の財産の機鷲:こ争しヽて、理事に意見を述べ、著しく|ま

理事金の招集警講求すること。

(儀難等)

. 欝 16薫 役員の儀鐵 !ま、2年とする。ただし、再経奎妨げなしヽ。´

^  1  2 鑢大参ため、又;ま増震|=よ って議経怒た役員畿畿期1ま、それぞれ鍮誨儀警翼は理装彗の銀難
1   命鶴儀鐵構とする。

i  3 畿量は、議優又:ま任期満了後:=お ちヽても、機儀者が就盤するまで|ま、その職務を行わな露サれ
:   ばra‐ らない。

(欠貫機充)

機饉電子無 理事叉Iま藍盤彎諄機うち、その定数Φ3分の 1を越えるギ彗漁ド欠けたときは、遷滞なく義れを
構充しなけれ懸ならない。

|  (解 餐)

: 第 13条 役量が次鍛各号の一:こ議当するに至ったとき|よ、理事会に轟慮した蓋会員織3分の2以. 上の議決 !■ よ撃、これを解壼することができる。この場合、その役員:=対 し、議決する前に弁
:   明の機会を与えなければならない。

'  (1)心 身の数障のため、難務紛遂行に堪えなtヽ と麟められるとき。
|  (2)職 務上の義務違反その機投晨としてふさゎしくなもヽ行轟があったとき。

1 (撥 畿等)       
‐

: 第 19粂 投量|ま、その総数の3分の 1以下の範爾釣で糧調を受けることができる。
1  量 役員:こ :ま、その職務書執行するため:こ要した費爾書弁償することができる。
1  3 驚露壌 :こ 爾し必要な事項は.理事会の議決を経て、理事長繭 lllこ 定める。

| (顧  爾)

: 
露 20条 本会:=、 覇闇書 名ヽ以上専名以下で量くことができる。

1  2 顧間1ま、理事会の同意を得て、理事長が委嘱する。
3 遷問|ま、理事会の議蘭ま

=応
じ意見を述べ、叉子ま理事妻!=出驚 して意見を述べることができる。

1 (運 営委員会)

第 21無 理事長餞、本食め事業の霧滑な運営を図るた機懸要があると認められる時は、理事会の
議決を経て、運識委員会を置くことができる。

2 運営委員会の養晨まま、理事会の間意を経て、理事長が委嘱する。
3 運鷲委員会の罐畿及び運鸞に関する必要な事項は、理事会鋤議決を経て理事長が男J:こ 宝繰る。

(事務局及び職豊)                     `
第 22条 本会|=、 こ勢事務を饉理するた路の豪務轟を設Iす、事務局長晨び必要な職員審量く。2 事務局長は、瑾事会の議決を経て理事長が畿嘱し、職貫|ま理事長が儀発する。
3 事務局の懸織及び饉奮饉関する必要な事項まま、理事会の議決を経て理事長が男1に定ある。

3  
‐



欝 懸雛 鮭 蓋
,

(噸重  男彗)

第 23彙 本発め総会は、通常総会及び臨時総会機2種とする。

(構 成)

第 24条 総会 :ま、正会員をもって機成する。

(権 競)

第 25条 総金は、数下の事項∫こつしヽて議決する。
〔弩 定款の変更
(2)解散
(3)合併

《闇 饉)

繁 26条 通鸞総会iょ、霧年 1爾開催する。
2 臨時総会1ま、次の各号の―に該当する場合Iこ 聞饉する。

(1)理事会が必要と認め招集の講求をしたとき。
(2)蓋会員総数の 5分の 1以上から会議参目敵である事項を記載した書画をもって撥集の講
求があったとき。
(3,第 電5条第4項第4号め規定すこより、監事から招集があったとき。

(招 集)

第27条 総会iま:続粂第2項第3号の場合を除き、理事長が招集する。2 理事長:よ、前条第2項雛 奪及び第2号命裁定にょる請求があったとき:ま、その日から30日
以鈎1礁時総会を招集 しなければならない。議
な警會書警香轟曇毒慮菫轟書雪霧最慧懸量電t目

的及び審難事項を記畿した警薦をもって、少
,ヽ 。

(議 長)

第 28条 総会の簸長は、その総会1=お いて、議席した亜会員の中から選任する。

(定足数)

第 29条 総会は、正会員総数の2分の 1以上の出席がなければ開会することができなもヽ.

(議 決)

第 30彙 総会における議決事項1ま、第 27条繁 3壌の規定によってあらかじめ通無した事項とす
る。ただし、議事が緊急を要するもので、轟鷹 した理事の2分の 1以上の同意があった場合1ま、通の限りで|まない。

2 総金の議事は。この定款|=男Jに定めるもの
?ほか、出席した正会員勢遇半数をもって決し、可否同数のとき;ま、議長の決するところI=ょる。

(表湊鑢等)

篤 31条 各正金員の表決権まま、平等とする。

:曇
‡||六営il曇

婁‡祗 量魏
警密曇装鼠毅黛壼ξξ識象り

について
ξ及び次条雛 項の鐘露については、総会担機鷹

4き
警拿F議

決意こついて、特Ellの利書関係を有する亜会員は、その議事の議決1=加わることがで

(議事録)

第 32条 総金の議事|こついて|ま、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。



(1)鶏時及び場所
(轟

轟響奮暑警驚

及び出難量数 (書繭表決書量ぴ表湊養饉警がぁる場合1=あ って嬢、その数警

(3)警議事項

=1ま
な郎曇‡曇量

蕃淮 豊麟量警言言曇て選任された議事録署名Å 2人以上が署名、押印しな

露6輩 瑾率禽

(構 成)

繁 33無 理事会iま、理事警もって構成する.

(権 籠)

第

鷲 鰊 ξXIRttξ
定めるもののほか、次

?事
項を議決する。

i:1警曇菫詈暑i奮曇曇菫量懸;I雪顧象量項

|::驚曇菫選轟

及び解機ヽ議務及び報麟

(7)機入金 (その事業年度内の収入をもって

書曇

する短期借入金を除く。第 52条 1=ぉいて爾

lil慧             讐菫髯誉Iに関する事項

(爾 饉)

篤
Υ露慮抒畿鶴菫亀詈譲慮1該

当する場奮な開纏する。
(こ

七警霧菫驚轟曇察菫二難菫ぎi会
議の目的である事項審議鱗した警面まなま電子メールを

(3)第 15条第4項第 5号の規定により、監事から霧集の講求があったとき.

(撥 集)

は ヽ な辣 欝 ■
轡 難 晦 鎮 鰤 軸 鞣

3メ
警置警奪警季Iぷ暮寧節≧會ダ 譲撃た籟 こぼ簿驚麟 付

機轍した書爾または電子

4議 長)

第37条 理事会の議長まま、理事長がこれに熱たる。

(議 決)

第
茫 選鶴   慇蛉 ξ鸞 赫書ぶ朧 鶴飩 貪基

21.番

雷Fの
議難まヽ 理事総数の通半数をもって決し、可蓉爾数のとき鐘、議長の決するところ



(表農権等)

第 39栄 各理篤め簸決燿:ま、平等とする。
盆 やむを得なしヽ理由分ため理事会に轟驚できなtヽ理事|よ、あらかじ線通知された事項!=つ しヽて
書面または電子メー‐ルをもって表決することができる。

3 欝覆の競定:こより表決した理事は、前条及び次薫第 1項の適用なついてまま、理事会!=出驚じ
たものとみなす。

4 理事会の議決:こ つLヽて、特Ellの 利書麟係を有する理事は、その議暮の議決|=加わることがで
きなもヽ。

(轟事録)

第輪条 理事金の議事について:ま、次の事項を記載した議事録を作成しな:すればならなもヽ。
(種 )議時及び場所
(傘 )鸞事総数、鶏驚者数及び出篤警氏墓 纏 爾表決者i=あつて1ま、そめ彗を付書≧すること。)

(3)審議事項
(4)議事の経過の概要及び議決の結業
(3)議事鐵暑襄人の選任I=関する事項

2 議事鐘:=は、議長及びその会議なぉLヽて選任された議事録署名A2人以上が署名、押印しな
l■ればならない。

第 7輩 資鷹晨ぴ会雛

(資産の構成〕
第鋼 条 本会の資産 Iま、次の各号に掲 :ずるものをもって構成する。

(1)設立当初の財産自録!=驚驚された鷲産
(2)年会費
(3)寄付金品
(4)財産から生ずる収入
(3)事業:こ伴う収入
(6)その他の収入

(責産め管理)

第42業 本会の資産鐘、理事長が簡理 し、その方法|よ 、理事会の議決を経て、理事長がBllに定め
る。

(会計勢願則)

第 43条 本会の会難 |ま 、法第 27条各号に鵜 :ザ る原則|=礎 って行うものとする。

饉 葉計磯及び予算)

第44粂 本会の事業静爾及びこれに伴う収支予菫|よ、理事長が作成し、理事会翁議決を経なlfれ
ばならなしヽ。

(警定予算)

第45条 前条の規定にかかわらず、やむな得ない理曲により予算が成立しないときlま、理事長|ま、
理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算!=準 じ収入交出することができる。2 繭項の収入支餞は、新たI=成立 した予算の取入支嘉とみなす。

(予磯費の設窟及び使用)

第鑢 彙 予算滋遇又|ま予算外の支出に充てるため、予算の中:こ予備費を識 :することができる。2 予艤費を使鶴するとき1ま、理事会織議決壼経な:ナればならない。

(予算の違加及び貫正)

第 47粂 予算作成後にやなを得ない事繭が壼惨たとき:よ、理事会の議決を経て、驚定予箪の追腐



Rまま菫菫をすることができも。

(事業難無及び決纂)

鱗 43鍵 本会の事業報告書、収支計票書、貸鸞対繁表及び財産曇鐘等傘決算まこ購する書議慧、修
事業年度終了後、速やか |こ 、奪黎長が作成しら監事の監登を受け、理事会の議決を織な1サれば
ならない。

鵞 幾舞血余暴1金 を生じたときまま、次事業年鑽∫こ繰 り選すも備とす条.

(事業簿度)

第 4慾 無 本機の事業年度1寂 、毎年 4月 繊鶏‡
=篠

おまり難年 3薦 お弩露∫職終わる。

(臨機傷措置)

第 SO条  予算をもつて定め恣も磯鍮 i議か、長‐畿鸞入金の借入れそ鍛他難たな義務の資織妻し、風
は権暴i磯 飲爽書しょうとするとき|よ 、理事会総議決を経なけれ iぶ ならなしヽ.

艤譲議 鐵難〇甕鷺、袂鸞数が議炉

(定款の変更)

鶴 51条 本会が定款を変更しようとするとき1よ、総会まこ出篇 した菫奎員の4分曲3以上の多数に
よう議決を経、かつ、法第 25条繁 8壊 1題規定する以下鍛事項を除しヽて、購轄オ鍛認証を得な :す

ればならなLヽ 。
(1)主 たる事務購及び縫なる事務蕩参新整鍛 (講轄庁鋳変賣警伴わないもの)

(盆 )資薩 |二 聞する事項
(3)曇警の方法

(解 数)

繁 62条 本会 |よ 、次1=掲げる事曲(こ ょり解散する。
(奪 )総会の決議
(2)鐵 輸とする特定じ卜麟利燿動に係る事業の或晩の率籠
(3)菫会員の欠亡
(4)奮織
(5)破産
(6)断穣庁による総議o取濃じ

貸 前喚舞 繁電の事幾;=よ り本会が解散するとき1ま、薫会量総数総 4分の 3以上の承議を得なiす

れ1ぶならな慧ヽ.

導 第 1襲第虚号勢事轟‡
=よ

り解散するときは、所難庁勢譲定を得な1サ れ;ぶ ならない。

(残余財鷹織蟻属)

第 58条 本会が解散 (合議員は難鐙‡
=よ

轟解散を除く。)し たときまこ残黎する財蔵‡よ、法筆 11素
第3類に掲げる者のぅち、総会なよって議決された本曇と簸似の鶏的を書する圏体|=譲渡する
ものとする。

(合 餞)

篤も4粂 本会が、含解しようとすると救ま、総会におい
―
t‐ 菫全員総数命4分総 3以上め議決を経、

か参、懸轄庁の認識書得なければならない。

鸞 警u 総警 鯰掬濃

(奮告翁方法)

驚 33条 本畿蛉/ti奮まま、本会鋳掲漱壌:こ纏離するとともII、 富難 :こ 鶏載して行う。



欝 鵜 薫 難 Ell

(織 藤6)           ′
第 56粂 この定畿の施行につtて必要な議則iま、理事会の議決を経て、理事曇がこれを定機る。

購 則
1 この定款 |ま、本会の成立鍛目から施行すみ。
2 本会命設立当初の役員fま、次:こ鶴げる者とする。

理 事 長

副理事長

理  事

難

問

同

翔

同

爾

爾

轟

購

轟

爾

爾

難

問

同

同

繭

同

丸井 英明

丸山 鏡書

伊藤 忠雄

種垣 文彦
江村 隆二

大』:‡ 秀雄
金拳 武夫

止村 靖司

澤調 雅浩

高野 裕
西澤 輝驀

野彎 敏鍵

篇 敏明

機臓 榮治

平井 霧彦

豫澤 大輔

慈圏 伸宏

松本 昌ニ

丸山 暉彦

富警 光弘

穣臨 惇

丸曲 鍵総
曲El壽道

監

3 本金の設驚当初の役員の経鶴:ま、第 16粂箇 1襄の規定|=かかわらず、成立め難から平成 20
年3舞 31猥 までとする。

苺 本畿の設立濠初の事業計画及び収支予算鐘、第襲条の規定にかかわらず、設立総会の定める
ところ|=よ るものとする。

5 本会の設藍議場の事業年度|ま、第49条の規定にかかわらず、成立の日から平成 19年 3月 31
鶴までとする。

3 本会の設立当初の年余費まま、第8条の規定にかかわらず、次に鶴げる額とする。
年会費 亜 食 量 (機入 壺繊体)5.000鶴 /年

饉入賛勁会員
爾体賛動金貫

3,0∞ 鶴/年
10,000霧 /年 (一難以上)


